

やまぐち子育て連盟　キャプテン　様

　　やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金【休み方改革推進特別枠】の交付を受けたいので、やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金交付要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり申請します。
記
	１　助成金申請額
	２００，０００
	円
	

	２　添付書類
	（１）団体概要書　（別紙１）　　　　　　　
	[　○　]

	
	（２）事業計画書　（別紙２）
	[　○　]

	
	（３）事業収支予算書　（別紙３）
	[　○　]

	
	（４）令和７年度の収支予算書　※団体独自で作成したもの
	[　○　]

	
	（５）役員名簿
	[　○　]

	
	（６）組織の運営に関する規則等（定款・規約・会則等）
	[　○　]

	
	（７）その他　（必要があればパンフレット等）
	[　○　]

	

	◆他機関・団体補助金・助成金の申請状況（予定も含む）

	機関・団体名
	社会福祉法人　山口県共同募金会

	助成事業名・金額
	赤い羽根共同基金　１０万円

	◆事務担当者連絡先

	住　所
	〒７５３－８５０１
山口市滝町１番１号

	職氏名
	役職（　会計　）氏名（　山口　次郎　）

	ＴＥＬ
	○○○－○○○○－○○○○
	Ｆ　Ａ　Ｘ
	○○○－○○○○－○○○○

	メールアドレス
	○○○○○○@○○○○○


◆休み方改革推進特別枠で不採択の場合、やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金
（通常枠（助成金額１０万円以内））での助成を希望しますか（※どちらかにチェック
を入れてください）。

　□ 希望する
　□ 希望しない



	ふりがな
	○○○○○○○○○○○○
	ふりがな
	やまぐち　たろう

	団体名
	○○○○○○○○○
	代表者職氏名
	[役職：代表]
山口　太郎

	団体所在地
	〒７５３－８５０１
山口市滝町１番１号

	設立年月日
	令和元年２月２２日
	会員数
	　　　　　　５　人

	団体の目的
及び趣旨
	産後の女性の円滑な仕事復帰を支援し、女性の社会進出と経済的自立を促進することなどを目的に設立。近年では、労働者のワーク・ライフ・バランス向上にも注力している。具体的には、育児と仕事の両立支援や時間外労働の縮減、柔軟な勤務形態の推進などを通じて、誰もが働きやすい社会の実現を目指している。これらの活動を通じて、性別や家庭環境に関わらず、すべての人が自己実現できる社会づくりに貢献していく。

	活動地域
	下関市の山の田地区を中心に下関市内で活動

	直前２年間の主な活動実績　
	令和５年度
	産後の女性が円滑に仕事復帰できるよう、キャリアカウンセリングを月１回実施し、延べ70名が参加した。また、時間労働の縮減やワーク・ライフ・バランス向上を図るため、企業向けの仕事と家庭の両立支援セミナーを年１回開催した。


	
	
	団体の事業規模（事業費総額）
	６００，０００
	円

	
	令和６年度
	産後の女性が円滑に仕事復帰できるよう、キャリアカウンセリングを月１回実施し、延べ80名が参加した。また、時間労働の縮減やワーク・ライフ・バランス向上を図るため、企業向けの仕事と家庭の両立支援セミナーを年２回開催した。


	
	
	団体の事業規模（事業費総額）
	７００，０００
	円

	令和７年度
活動計画
	これまで行ってきたキャリアカウンセリング及び企業向けの両立支援セミナーは、継続して実施する。
新たに、家族とともに過ごす時間を大切にするプロジェクトを実施予定。子どものために休むことが当たり前になる社会づくりに寄与するため、親子参加型のイベント及び共家事・共育てをテーマにした講演会を開催する。



	
	団体の事業規模（事業費総額）
	１，０００，０００
	円


・「団体の事業規模（事業費総額）」については団体の全ての事業費の支出総額を記入し、令和６年度、令和７年度については見込額とすること


	事業の名称
	家族とともに過ごす時間を大切にするプロジェクト


	事業の目的
	

	親子参加型のイベントでは、子どもと遊ぶことやレクリエーションで遊ぶ時間を通じて、子育ての素晴らしさを再発見してもらうことを目指す。
また、親子で参加可能なイベントや共家事・共育てをテーマにした講演会を通じて、男性の育児・家事参加や育休取得を促進し、共家事・共育ての重要性を広めることを目的とする。

	事業を行う地域
	

	下関市の山の田地区及びその周辺地域、地域外の参加者も受入予定


	事業の実施時期・回数
	

	【親子参加型イベント】
四半期ごとに１回ずつ開催し、計４回実施する。そのうち、１回は11月に開催する。イベントは平日と休日を織り交ぜ、参加者の多様なニーズに対応する。
【講演会】
共家事・共育てをテーマとした講演会を年間１回開催予定であり、50人規模の参加者を見込んでいる。


	事業内容及び実施方法
	

	【親子参加型イベント】
　親子参加型イベントは年４回開催し、季節に応じたテーマで企画する。自然観察ツアー、夏祭り、ハロウィンパーティー、クリスマス会などを予定している。各イベントでは、親子で楽しめる体験型アクティビティやワークショップを用意し、家族の絆を深めるきっかけを作る。

【講演会】

講演会は年１回、50人規模で開催する。男性の育児休暇取得や家庭内での家事分担の重要性について、専門家や実際に育休を取得した男性による講演を行う。参加者同士の交流時間も設け、情報共有等を促進する。
【年間スケジュール】
４月～５月：事業計画の詳細策定、協力団体との連携確認、ボランティアの募集
６月～８月：イベント会場の選定、講師の選定・依頼、第１回イベント募集・開催
９月～11月：第２回イベント参加者募集・開催、講演会の開催
12月～２月：第３回イベント参加者募集・開催
３月：第４回イベント参加者募集・開催、年間事業の総括・報告書作成

	実施体制・参加人数
	

	実施体制は団体のスタッフ５名とボランティア５名で構成する予定。親子イベントには毎回約30名（親子10組）の参加を想定し、講演会には50名程度が参加を見込んでいる。講演会の周知に当たっては、チラシの作成やSNSの情報発信のほか、やまぐち子ども・子育て応援コンソーシアムの参画企業と連携し、従業員の方への参加も呼び掛ける。


	期待される成果
	

	【親子参加型イベント】
　イベントへの参加を通じて、家族の絆が強まり、親子間のコミュニケーションが活発になる。子育ての楽しさの再派遣に繋がり、親の育児・家事参加への意識が高まることで、家庭内での家事分担や働き方・休み方を見直すきっかけを作る。
【講演会】
男性の育児休暇取得率向上や家庭内での家事分担率改善が期待される。また、参加者同士で共家事・共育てに関する情報交換が活発化し、悩み事や困りごとなどを気軽に相談できる新たなネットワークの形成を目指す。


	休み方改革推進との関連
	

	男性が育休などの休みを取得して、積極的に育児や家事に参加することで家庭内負担が軽減され、余暇時間が増えることで、家族全員が充実した時間を過ごせることを目的に、講演会を開催する。このことは、休み方改革の理念と密接に関連する。
また、平日に親子参加型イベントを開催することで、保護者の有給休暇取得等を促進し、家族で過ごす時間を増やす。



枠は適宜拡大して記入すること


（１）収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　目
	予 算 額
	内　　　　 訳

	①当連盟助成金
	200,000　
	円
	やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金【休み方改革推進特別枠】

	②他機関・団体補助金・助成金
	100,000
	円
	赤い羽根共同募金

	③寄付金・協賛金
	
	円
	

	④広告料
	
	円
	

	⑤自己負担金
	
	円
	

	⑥その他
	
	円
	

	助成金等収入合計Ⓐ
	300,000
	円
	

	⑦入場料等収入 
	12,000
	円
	300円×10組×4回（イベント参加料）

	⑧プログラム売上等収入
	
	円
	

	入場料等収入合計Ⓑ
	12,000
	円
	

	収入合計（Ⓐ＋Ⓑ）
	312,000
	円
	


（２）支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	科　　目
	事業全体の予算
	左のうち助成対象となる範囲

	
	金　　額
	内　　訳
	金　　額
	内　　訳

	⑨謝　金
	100,000
	円
	
	100,000
	円
	講師謝金

	⑩旅　費
	30,000
	円
	
	30,000
	円
	講師旅費、スタッフ旅費

	⑪消耗品費
	20,000
	円
	
	20,000
	円
	レクリエーショングッズ

	⑫印刷費・広告宣伝費
	40,000
	円
	
	40,000
	円
	募集チラシ

	⑬備品費
	65,000
	円
	
	65,000
	円
	おもちゃ

	⑭通信運搬費
	5,000
	円
	
	5,000
	円
	郵送代

	⑮会議費
	12,000
	円
	
	5,000
	円
	イベント飲み物代、お菓子一部対象外

	⑯使用料・賃借料
	30,000
	円
	
	30,000
	円
	会場使用料

	⑰委託費
	
	円
	
	
	円
	

	⑱設営費・舞台費
	
	円
	
	
	円
	

	⑲その他の経費
	10,000
	円
	
	10,000
	円
	イベント保険料

	支出合計
	312,000
	円
	
	305,000
	円
	


　　　　　　　　　　Ⓒ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓓ
	令和７年度助成金申請額 
	２００,０００
	円



	＊事業収支予算書を記入する場合の注意事項＊
○この表には令和７年度の助成事業に関するもののみ記入すること



	○「②他機関・団体補助金・助成金」の内訳欄には、当連盟以外の交付元団体別に、補助金や助成金の金額を記入すること
○「⑦入場料収入」とは、音楽・演劇・ミュージカル等の公演や講演会・展覧会・上映会において入場者・参加者から徴収する料金
○「⑧プログラム売上等収入」とは、公演や展覧会等においてプログラムや目録等を販売した場合の売上金
○「内訳」欄には積算根拠を具体的（個々の使途別の単価、員数、回数等）に記入
○（２）支出の部の「事業全体の予算」欄には、今回申請される事業に係る全ての経費を記入すること
○「左のうち助成対象となる範囲」欄には、「助成事業全体の予算」のうち助成の対象とならない経費を除いたものを記入すること
○「収入合計（Ⓐ＋Ⓑ）」欄と「支出合計Ⓒ」欄の金額は、一致させること。

◆助成対象とならない経費◆
　役員・常勤職員等に係る経費（人件費や謝金等）、食糧費・食材費・食事代、講師等への土産代や花束代、団体運営費（家賃、光熱水費、電話料など通常の団体運営経費）、他団体への助成金、補助金、寄付金、義援金


やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金交付申請書


【休み方改革推進特別枠】





第１号様式（第７条関係）　





令和７年４月２８日





所在地�
〒７５３－８５０１


山口市滝町１番１号�
�
団体名�
○○○○○○○○○○�
�
代表者職氏名�
代表　山口　太郎�
�






※　[　　]に○を付けて揃っているかを確認してください。





（別紙１）





団 体 概 要 書





（別紙２）





　事　業　計　画　書　【休み方改革推進特別枠】





＊事業計画書を記入する場合の注意事項＊　　


○この表には、令和７年度の助成事業計画に関するもののみ記入すること


○「事業の目的」欄には、地域の抱える課題や事業を通じて解決したい課題についても記入すること


○「実施内容及び実施方法」欄には、課題の解決や目的を達成するために何をするのか、事業の具体的な内容をスケジュールとともに整理して、詳しく記入すること


○「実施体制・参加人数」欄には、事業をどのように実施していくか、団体内部での役割分担とともに、協力・協働・連携関係にある団体等がある場合、名称と連携等の内容について記入すること（共催・後援等についても同様）


○「期待される成果」欄には、事業を行うことでどのような成果が生まれるか、申請事業が課題解決にどのようにつながるのかを記入すること


○「休み方改革推進との関連」欄には、本事業が助成要件にどのように関連しているかを記入すること。助成要件は、交付要綱第３条第２項を参照のこと








（別紙３）





事業収支予算書【休み方改革推進特別枠】





〔「①当連盟助成金」（助成金申請額）の算出方法〕


　（助成対象となる範囲計Ⓓ－入場料等収入合計Ⓑ）×助成率（１０／１０）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金額は千円単位とし千円未満は切捨








